
はまゆう会館樹木保守管理業務仕様書 
１ 対象          

横須賀市はまゆう会館 
横須賀市衣笠栄町１丁目４７番地 

 
２ 内容 
  上記施設内の樹木の保守（刈込み・剪定・消毒・施肥・除草等） 
                     
３  業務内容 
  ア 樹木保守  
    作業頻度は、樹木の成長や経年の変化に応じて実施。適宜巡回して状況把握を

するとともに、その旨を報告。協議をして適切な保守管理を行う 。    

      

項　目 数  量  等
屋上            225．4㎡
１Ｆ               60．2㎡

クスノキ　　　　1本
ﾌｼﾞ             13本
ｷﾝﾓｸｾｲ         1本
ﾔﾏﾂﾊﾞｷ         1本

   ﾀﾁｶﾝﾂﾊﾞｷ     22．6ｍ
施      肥 125ｇ/㎡      401．3㎡

病虫害の予防及び駆除
飾   栽   帯   全   域

抜 根 除 草              401．3㎡
巡 回 保 守 構 内 植 栽 帯 全 域

巡回保守の結果により
    灌木する。

低 木 刈 込

消      毒

灌     木

中・高木剪定整姿

           
  イ 保守項目 

（１）剪定・刈込み 
① 剪定は樹形の骨格づくり、冠の整正、こみすぎによる病害虫及び枯

枝の発生防止等を目的として行う。 
② 剪定方法に枝下ろし（大枝下ろし）、枝すかし、ふところすかし、

切り詰め、枝抜き、切り返し等があり、それぞれ樹種、形状及び種

類に応じて最も適切な方法によって行う。 
③ 樹姿及び樹形の仕立て方は、特に景観上、規格形にする必要のある

場合を除き、枝が成長した時の樹形が樹種毎にその固有制を有する

ように剪定する。 
④ 花木類は花芽の分化時期と着生位置に注意して剪定する。 
⑤ 低木剪定（刈込）は標準剪定のほか、こみすぎの所、病害虫の多く 



発生した枝等を剪定するものとする。但し上記の枝でも必要と認め 
るものは残すこと。 

⑥ 植込地内に入って作業する場合は、踏込部分の枝を損傷しないよう 
充分注意すること。 

（２）除草 
          基本的に植え込み地内の雑草を根より抜き取る。 

（３）施肥 
粒状肥料Ｎ１５：Ｐ１５：Ｋ１５を散布することを標準とするが、樹 
木の状況に応じ肥料をかえて実施するものとする。 

（４）消毒・防除・駆除 
① 薬剤はマラソン乳剤又はスミチオン又はこれと同等品以上のも 

のとし、農薬に関する諸法規に基づいたもので病害虫の種類等に 
より薬剤を変更する。 

② 中低木の１㎡あたりの消毒液散布量は下記の表を標準とする。                          
樹高（ｃｍ） 薬剤使用量 希釈倍率 

100未満 1．0 800～2，000 

100～199 1. 5 800～2，000 

200以上 2．0 800～2，000 

③ 散布にあたっては気象状況を充分考慮して行うと共に葉の裏側 
まで散布すること。 

（５）廃棄物処理 
        作業により発生した枝、葉等の廃棄物を作業終了後、敷地内に放置す 

ることなく、速やかに持ち帰り適正に処分する。 
    
４ その他 

ア 作業に必要な資格等を有する者を行わせること。 
イ 作業日を事前に調整し、作業にあたること。 
ウ 作業の際に使用した施設・設備は原状回復すること。 
エ 樹木の異常や、作業に関する苦情については、速やかに報告を行うとともに、

必要な処置を提示し、指示を求める。 
オ 作業前・後に必要な手続きをすること。作業中は安全巡視員を配置し、一般来

館者の安全確保に努めること。 
カ 本業務に係る官庁への届出などについて、必要な対応を行うこと。 
キ 本仕様書に特に定めのない業務については、協議の上決定する。 

 
５ 報告書の提出 

業務実施の結果について、業務報告書にて速やかに報告するものとする。 


